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先生：今日は三角形の性質をしていきます。
生徒：わかりました。
先生：それでは、中点連結定理から説明します。
△ＡＢＣの２辺ＡＢ，ＡＣの中点をそれぞれＭ，Ｎとすると
ＭＮ∥ＢＣ、ＭＮ＝１／２ＢＣ
となります。わかった？
生徒：はい。
先生：次に内分と外分します。
線分ＡＢ上に点Ｐがあり、ＡＰ：ＰＢ＝ｍ：ｎであるとき、
ＰはＡＢをｍ：ｎの比に内分するといいます。
また、線分ＡＢの延長上に点Ｑがあり、ＡＱ：ＱＢ＝ｍ：ｎであるとき、
ＱはＡＢをｍ：ｎの比に外分するといいます。
これが、内分と外分です。
生徒：内分と外分が逆にならないようにしなくちゃいけませんね。
先生：そうですね。気をつけましょう。
外分について補足しますね。
ＡＢをｍ：ｎに外分する点は、ｍ＞ｎの場合には、
線分ＡＢをＢの方に延長した直線上にあり、
ｍ＜ｎの場合には、Ａの方に延長した直線上にある。
また、線分を１：１に外分する点はありません。
生徒：外分は条件があるんですね。
先生：そうですね。続けて三角形の内角と外角の二等分線について内角の二等分線と比の説明します。
内角の二等分線と比：定理
△ＡＢＣの∠Ａの二等分線と対辺ＢＣとの交点をＰとすれば、
点ＰはＢＣをＡＢ：ＡＣに内分する。
すなわち、ＢＰ：ＰＣ＝ＡＢ：ＡＣ
となります。
わかりましたか？
生徒：大丈夫です。
先生：それでは、外角の二等分線と比にいきます。
外角の二等分線と比：定理
△ＡＢＣの頂点Ａにおける外角の二等分線と対辺ＢＣの延長との交点をＱとすれば、
点ＱはＢＣをＡＢ：ＡＣに外分する。
すなわち、ＢＱ：ＱＣ＝ＡＢ：ＡＣ
注意点としてＡＢ＝ＡＣのときは、外角の二等分線はＢＣと平行になります。
生徒：内分のときのＰとＱとが代わっただけなんですね。
先生：そうですね。それでは、三角形の比の性質の最後の定理を説明します。
角の二等分線と比の定理の逆：定理
△ＡＢＣにおいて、辺ＢＣをＡＢ：ＡＣの比に内分および外分する点を
それぞれＰ，Ｑとすると
（１）ＡＰは頂点Ａにおける内角を二等分する。
（２）ＡＱは頂点Ａにおける外角を二等分する。
わかりましたか？
生徒：はい。
先生：それでは、三角形の重心・外心・内心に入ります。
三角形の重心：定理
三角形の３つの中線は１点で交わる。
その交点はそれぞれの中線を２：１に内分する。
ここが、重要です。
重心は、中線を２：１に内分します。
生徒：なるほど。
先生：次に三角形の外心と内心を続けていきます。
三角形の外心：定理
三角形の３辺の垂直二等分線は１点で交わる。
この点を外心と言います。
また、この点は外接円の中心にもなります。
三角形の内心：定理
三角形の３つの内角の二等分線は１点で交わる。
この点を内心と言います。
また、この点は内接円の中心にもなります。
この２つの定理が混ざらないように注意してください。
生徒：気をつけます。
先生：では、三角形の比の定理に入ります。
チェバの定理
△ＡＢＣの３辺ＢＣ，ＣＡ，ＡＢ上にそれぞれ点Ｐ，Ｑ，Ｒがあり、
３直線ＡＰ，ＢＱ，ＣＲが１点で交われば
・＝１
そのままチェバの定理の逆にいきます。
チェバの定理の逆：定理
△ＡＢＣの辺ＢＣ，ＣＡ，ＡＢ上にそれぞれ点Ｐ，Ｑ，Ｒがあり、
・＝１
が成り立てば、３直線ＡＰ，ＢＱ，ＣＲは１点で交わる。
生徒：意外と覚えるのは簡単ですね。
先生：最後にメネラウスの定理を説明します。
メネラウスの定理
ある直線が△ＡＢＣの辺ＢＣ，ＣＡ，ＡＢまたはその延長と
それぞれ点Ｐ，Ｑ，Ｒで交われば
・＝１
式自体は変わりません。
図形の形が変わるだけなので、間違わないようにしましょう。
生徒：はい。わかりました。ありがとうございました。
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